
























ユートピア展望

私たちが生きる２１世紀の世界は､未だユー

トピアに程遠く、地球環境の保全、基本的生

存権の保障、平和と安全の創造、社会福祉と

その財源確保などの困難な課題に直面してい

る。』情報化。国際化の進展は私たちの生き方

を根底から変えようとしている。このような

変化の中で、「人間らしい生き方」とは何で

あるかという問いかけが、普遍的な問いかけ

として大きな意味をもつ。普遍性は個別性。

特殊』性を通じてしか現実化しないとするな

ら、２１世紀の日本のユートピア作品は日本

という風土。伝統に根ざしたユートピア文学

の形で創造されるであろう。筆者は、日本的

なユートピア作品の出現を期待する。現代日

本の危うさ、すなわち、すべてがカネで決ま

るという考え方の蔓延、より多くのカネを手

に入れることしか念頭にない風潮、人間どう

しのつながりの希薄化、人間のバラバラ化現

象、「格差社会」の進行、目先のおもしろさ・

楽しさ。｜気晴らし」に走る行動パターン、

働きすぎによる疲労の蓄積と精神。身体の衰

退、未来へ期待喪失による自殺者の増加等々

のマイナス要素が、日本社会のもろさと元気

のなさの原因をなしている。このような危機

に直面する日本で､私たち自身が｢自分版ユー

トピア」を「モノづくり」と併せて作ってみ

てはどうであろうか、
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注記

１）DanielBremer（ＭｏＡ.，Zurich）氏は、

275種類の人間観を提示している。

ｗｏｈ]fahrlswcrk・ｄｅ/ｄｏｗ汎Ioads/fachtagung／

vol･trag-brcmerpdf

２）Prank1Ieynick箸‘`Lallguagcandlts

I)isturbanccsinDreams:ＴｈｅＰｉｏｎｃｃＴｉｎｇＷｏｒｋ

ｏｆＦｒｅｕｄａｎｄＫｒａｃｐｅｌｉｎＵｐｄａｔｃｄ”の

“ＤＲＥＡＭＳＡＮＤＬＡＮＯＵＡＧＥＡＲＯＵＮＤ

ＴＨＥＴＵＲＮＯＦＴＨＥＴＷＥＮＴｌＥＴＨ

ＣＥＮＴＵＲＹの項にHomoLoqucnsと共に

Homosonmiensと云う語が使われている。

また北見工業大学研究報告８（２）の渡辺

祐邦の「洞察された必然性」のAbstractに

“Ahumanbcingisacreaturelhatcanｄｒｅａｍ

ＨｅｗａｓａｎｄｉｓｈｏｍｏｓｏｍｎｉｅｌＩsbeIbrebeing

homosapiens.”との説明もある。

３）広辞苑で夢の語義を四つに区分している

が、筆者としては第一は幻想、第二は夢幻

第三は迷夢､第四は個人願望､第五は社会・

人間理想願望と云う意味での夢に区分した

い。

４）この項の叙述は澤田昭夫訳『改版ユート

ピア」の訳及び訳注に依拠することをお断

りしておく。なおＴＲｌＶｌＡ

ＩＪＢＲＡＲＹ・ＣＯＭによれば“ltsoriginal

liuc、incidentally・wasNusqLIama・ｈｏｍｔｈｅ
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煽り立て、ヨーロッパに航海ブームが吹き

荒れるようになった。

8）モートンは以下の４点の思想背景をも解

明する。第一に当時台頭しつつあった「新

興階級の果てしない楽天主義を反映してい

た」ヒューマニズムの思想がモアの脳裡に

あったこと、第二にプラトンの『国家篇」

がモアの理想国家論の出発点であるが､｢プ

ラトンの国家論は、多くの奴隷と農奴の労

働によって食っている小さな貴族協同体で

あり、しかもその共産主義は支配層に限ら

れていた｣のに対し､｢モアのユートピアは、

階級のない社会へ一歩を進めていた」点で

「プラントンをはるかに越えている」こと、

第三にアメリカ･インディアン族の素朴な

社会を紹介したヴェスプッチの航海記録

（1507年刊）がモアに一つの材料を提供し

たこと、第四に当時の「ロンドン商人階級

の代弁者」であったモアは［民衆を信頼し

ていなかった」のであり、農民叛乱への恐

怖を懐いていたこと等である。

モートンによるモアの思想史的位置づけは

「｢ユートピア』は、一つの里程標であると

同時にまた一つの接合点でもある｡それは、

そこに階級なき社会が具現されかつ計画さ

れている､抑制ある科学的想像力に基づく、

偉大な作品の一つであると言える。同時に

また、プラトンの貴族的共産主義や、中世

の本能的な原始共産主義〔この言葉でモー

トンは中世の宗教的神秘的な民衆救済の観

念を表している……引用者〕と、十九世紀

ないし二十世紀の科学的共産主義とをつな

ぐきずなでもあろう」という評価である。

モアは「近代共産主義」の－源流をなした

が、彼の時代にさえもう一つの流れが、つ

まりミュンツアーや農民革命の思想があ

り、後にはイギリスのレベラーズ、フラン

ス革命の左翼思想等々からマルクス主義へ

と続く別の流れもあったのであり、モアが

Lalinfbr'↑nowher０．m”と記述されている。

5）トマス・モア「ユートピア』平井正穂訳、

岩波文庫、１９５７年、ｐｐ７７～９９．

６）トモアが『ユートピア』の有名なフレイ

ズ「我が国では羊が人間を喰う（Ⅷour

countrypcoplccatthcshccp)」と云う意味は、

囲い込み運動の事態を指し、地主が羊を飼

い羊毛を刈りその販売のほうが利益を得る

ため、農地を次々と牧場に替え、農地の大

勢の農民が失業するという大衆の貧困問題

の発生の事である。ヒューマニストのモア

にとっては、この「羊が人間をⅡ食う」とい

う表現は風刺的表現であるが、実はこの現

象は資本主義の萌芽を意味する。羊毛を販

売し利益を上げた人々が資本家を形成し、

牧場増加により農地を追われた農民は都市

に進出し労働者に転化したのである。こう

した資本と労働力が、後の産業革命の原動

力になる。

7）１６世紀になり頑強なキャラック船、キャ

ラベル船が盛んに建造された。羅針盤がイ

スラム経由で伝わり、外洋航海が可能に

なった。ポルトガルとスペインはイスラム

勢力を追うように北アフリカ沿岸に進出し

た。新たな交易ルートの確保、イスラム勢

力の駆逐、強力な権力を持つ王の出現、そ

して航海技術の発展、海外進出の機会が醸

成されたことで、ポルトガル。スペイン両

国は競合しながら海に乗り出した。初期の

航海では遭難や難破、敵からの襲撃、壊血

病や疫病感染等により、乗組員の生還率は

２０％にも満たないほど危険があった。遠

征が成功して新航路が開拓され新領土を獲

得するにつれ、海外進出による利益が莫大

であることが立証された。健康、不屈の精

神、才覚、幸運に恵まれたなら、貧者や下

層民も一夜にして王侯貴族に匹敵するほど

の富と名声が獲得できた。こうした早い者

勝ちの機運が貴賎を問わず人々の競争心を
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